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申請の概要 

口腔保健状態の国際比較を行う場合，12歳児の一人平均う蝕経験歯数が指標として用いられることから，我が国においても学童期

のう蝕に関する報告は多いが，思春期のう蝕に関する報告は少ない．本研究は中学３年生を対象として，学校保健安全法に基づく学

校歯科健康診断の小学１年生から９年間の経時的変化を観察することにより，学童期から思春期にいたる口腔保健状態の変化を明ら

かにすることを目的とする．本研究により学童期から思春期にかけた口腔保健状態の変化が明らかになれば，学校歯科健康診断の結

果に基づくう蝕や歯周疾患の効果的な予防方法の構築が期待される． 


